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研究成果の概要（和文）：本研究では、データマイニングを活用した実践的な問題解決型教育を効果的に実施す
るため、実験店舗におけるPOSデータを分析して店舗実験を実施し、そこから得られるデータを学生にフィード
バックして活用することで、学生が実践的な状況観察能力、データ分析能力、そして総合的な問題解決能力を習
得可能な教育プログラムを開発することが目的である。
研究期間において、上記プログラムを開発・実施すると共に、それを評価するためのアンケート票を設計・実施
し、学生の能力向上について確認を行った。

研究成果の概要（英文）：As many people require business applications for Big-data, human resources 
who can perform data-mining enough, are needed. In order to develop such human resources, we have to
 provide practical data-mining education program. In the educational program, we should teach a lot 
of knowledge. They include several data-mining algorithms and another knowledge such as marketing. 
And we should handle total data-mining processes using such knowledge.
This study proposes an educational program for practical data-mining. In the program, a method to 
evaluate capabilities of students, is proposed, and data which are collected by the method are 
analyzed.

研究分野：経営情報科学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
ICTの発達に伴い、従来、蓄積及び処理す
ることが困難であったビッグデータを、安価
かつ容易に利用可能となってきている。その
ため実際にデータをマイニングして有効な
ビジネスソリューションを提案することが
可能な人材が求められている。これには、単
に分析手法を教育するだけでは十分とは言
えない。その理由は、次のような点があげら
れる。a）効果的なデータマイニングを実践
するためには、問題を発掘し、必要なデータ
を収集するプロセスから、分析を踏まえて結
果を解釈し、実践方法を検討するまでの一連
の問題解決プロセスを理解し、その中で必要
な分析を実行しなければならない。b）実際
のデータでは、欠損値はもちろん、データ形
式など、手法を適用するまでのデータクリー
ニングおよび変数の設計の作業が不可欠で
ある。そのため、実際のデータの利用経験が
必要不可欠となる。以上の理由から、効果的
にビジネス分野におけるデータマイニング
を教育するためには、１）経営戦略論やマー
ケティングなどの経営学的な内容の理解と、
統計学や情報工学的な分析手法の理解を複
合的に行う必要があり、２）実際のデータを
用いて、問題発掘から変数の設計、データ分
析、結果の解釈、そして得られた知見からの
ビジネスアクションの考察が必要不可欠で
ある。また、３）実際のビジネスアクション
から得られる結果を更にデータとして収集
し、その効果を把握すると共に、よりよいア
クションを実践できるようなフィードバッ
クプロセスを導入することが重要であると
言える。 
 
２．研究の目的 
本研究では、データマイニングを活用した
実践的な問題解決型教育を効果的に実施す
るため、実験店舗における POS データととも
に、各種の店舗実験の実施し、そこから得ら
れるデータを学生にフィードバックして活
用することで、学生が実践的な状況観察能力、
データ分析能力、そして総合的な問題解決能
力を習得可能な教育プログラムを開発する
ことが目的である。 
 
３．研究の方法 
実施年度中においては、店舗実験までを取
り入れた実施教育プログラムを実践しなが
ら、フィードバックプロセスの教育プログラ
ムへの取り込み、及びその効果的な実施方法
について検討を行い、これまでの教育プログ
ラムのフローの見直しを行った。そして学生
に対する教育効果の把握を行うためのアン
ケート票の設計変更についても作業を進め
た。これまでどちらかと言えば、ビジネスソ
リューションの提案までのプロセスに時間
を多く配分していたため、その点を明らかに
するポイントに少しアンケート項目が集中
していたが、実践およびそのフィードバック

部分に関しても、その効果を把握できるよう
な項目を追加することによって、全体的な効
果を確認できるように改善を行った。そして
その再設計を行った教育プログラムを前期
と後期の2つの講義科目を利用して実施しな
がら、前年度に作成したアンケート票にもと
づいて学生の能力取得を確認するデータの
収集も実施した。またそのデータを分析する
ことによって、教育プログラムの評価を実施
した。 
 
４．研究成果 
まず評価するための質問票としては、表１
のようなアンケート項目に加えて、表２のよ
うな項目を整理して追加設計を行った。 
 

表1 社会人基礎力に基づく質問項目 

分

類 
番号 質問項目 

ア

ク

シ

ョ

ン

力 

Q1 問題（課題）に直面した際，自分で進んで取り組み解決しようとしている． 

Q2 グループで行動する際，リーダーになることが多い． 

Q3 
自分 1人では解決できない問題に直面し
た際，他人を引き込んで協力を得ることが
できる． 

Q4 グループを統率することは得意だと思う． 

Q5 到達目標を予め低めに設定することが多い． 

Q6 設定した目的は，ほぼ確実に達成することができる． 

シ

ン

キ

ン

グ

力 

Q7 与えられた状況から，目標とのギャップを把握することは得意である． 

Q8 目標とのギャップを埋める方法を提案することは得意である． 

Q9 目標が与えられたら，それを達成するためのプロセスを見通すことができる． 

Q10 目標を達成するための計画を綿密に設計するほうだ． 

Q11 新たなアイデアや発明は得意である． 

Q12 問題を解決する際，人とは違う方法で解決しようと意識している． 

チ

ー

ム

ワ

ー

ク

力 

Q13 自分の考えを人に伝えるのは得意である． 

Q14 相手の考えを理解するように努力している． 

Q15 自分とは異なる意見を持つものを許容し，より良い解を探索することができる． 

Q16 
グループ行動するとき，グループ内の状
況と，グループ外の状況の両方を把握す
ることができる． 

Q17 約束したことは守るほうだ． 

Q18 ストレスがかかった際，うまく受け流すことができると思う． 

 
これらの質問票を用いて、データマイニング
教育を実施する際に、その前後において、同
様の質問を実施して、教育の効果を分析した。
内容としては、概ね、期待した分野の能力を
学生が取得していることが確認され、教育プ
ログラムとして実施することが適切である
ことが確認された。特に、情報処理能力、デ
ータ分析力、そしてデータマイニング能力に



ついては全体として大きな能力獲得を確認
できたことは、大きな成果であったと思われ
る。これまでの研究期間において、教育プロ
グラムの見直し、および取得能力を確認する
ためのアンケートの実施などを改善しなが
ら行ってきた。 

 

表2 データマイニング関係で追加した質問項目 

分

類 
番号 質問項目 

情

報

処

理

能

力 

Q19 
エクセルを利用して，データを処理することがで
きる．（データの並べ替え，フィルター，値の検
索など） 

Q20 エクセルを利用して，データを集計することができる． 

Q21 エクセルを利用して，データを視覚化（グラフ作成）することができる． 

Q22 コマンド（コンピュータ言語でもシェルコマンドでもなんでも可）を使って，データ処理ができる 

Q23 コマンドを使ってデータを集計することができる． 

Q24 エクセル以外でデータを視覚化するツールが利用できる． 

デ

ー

タ

分

析

力 

Q25 何らかの数値を予測するモデルを作ることができる． 

Q26 何らかの所属クラスを予測するモデルを作ることができる． 

Q27 与えられたデータを，適切なグループに分けることができる． 

Q28 何らかの方法でデータ間の関係性を示すことができる 

Q29 データから何らかの異常な状態を検知することができる． 

デ

ー

タ

マ

イ

ニ

ン

グ

力 

Q30 データと目標が与えられたら，そこから目標達成するための課題を識別することができる． 

Q31 識別された課題を解決するために適切なデータセットを作成することができる． 

Q32 データセットを適切な分析手法を利用して計算し，結果を解釈することができる． 

Q33 解釈した結果から，識別した課題を解決するためのソリューションを導き出すことができる． 

Q34 ソリューションを実施計画レベルに変換し，ソリューションを実行できる． 

Q35 実行結果をフィードバックして，これまでのプロセスをリファインできる． 

 
もう少し詳細に結果をみてみる。能力分類お
よび全体に対して能力をどれくらい獲得し
ているかという割合を表す獲得率を以下の
ように定義する。 
定義： 獲得率＝(各能力分類 or 全体の合計
値)/(各能力分類 or 全体の満点値) 
この獲得率を前期と後期でまとめたものが
表 3であり、そのうち前期の獲得率の開始時
と終了時の違いについてグラフ化してもの
が図 1である。 
 
 

表3 前期と後期の獲得率の変化 

能力分類 

前期 後期 

開始

時 

終了

時 

開始

時 

終了

時 

アクション力 72.5% 70.5% 71.5% 74.3% 

シンキング力 69.6% 72.1% 69.4% 69.4% 

チームワーク力 75.4% 79.2% 84.7% 79.9% 

情報処理能力 56.5% 73.7% 63.9% 71.5% 

データ分析力 35.3% 59.2% 65.8% 65.0% 

データマイニン

グ力 
37.1% 62.3% 55.6% 62.5% 

全体 59.4% 71.5% 68.6% 70.6% 

 

 

 図1 前期における能力の向上 
 
前期においては、“情報処理力”、“データ分
析力”、および“データマイニング力”につ
いては、かなり大きな能力の向上が確認され、
学生の主観的な能力獲得という点では、期待
通りの結果が得られていることがわかる。 
次に個人の各能力の平均値を求め、各期間
で能力間の相関係数を計算して、関係性を考
察する。図 2は、能力間に有意な相関関係が
確認される部分だけ枝を張って無向グラフ
で表現したものである。図より、“データ分
析力”、“情報処理能力”、そして“データマ
イニング力”の間には複数の期間について強
い関係が確認される。またこれらは、“シン
キング力”とも関係が確認され，密接につな
がりがある。 
 



 
図2 主観的評価値間の相関関係 

 
最後に主観的な能力向上の実感だけでな
く、客観的な評価値の向上も確認するため回
帰分析を行い、表 4の結果を得た。これは前
期のデータマイニングの講義において，終了
時の値から開始時の値を差し引いた値であ
る Q1～35 の差分を説明変数に、目的変数を
レポートの点数（50 点満点）として重回帰モ
デルを作成した結果である。 
 

表８ レポートの成績と能力向上との関係 

回帰統計 
  

重決定 R2 0.38 
  

補正 R2 0.32 
  

有意 F 0.008 
  

観測数 23 
      

  係数 t 値 P-値 

切片 32.80 28.65 1.04E-17 

差 Q15 2.60 2.31 0.032 

差 Q20 3.28 2.48 0.022 

 
モデルは 1%有意であり、Q15 と Q20 がプラス
で有意な説明変数であるため、これらの値が
プラスになった学生は、レポートの点数もよ
かったということが言える。Q15 は“チーム
ワーク力”の中の、“自分とは異なる意見を
持つものを許容し、より良い解を探索するこ
とができる”という質問項目であり、Q20 は、
“情報処理能力”の中の“データを集計する
ことができる”という質問項目であった。 
 以上のように、店舗のデータを利用した実
践的な教育を行い、上述のような質問項目を
使用して、講義の前後にアンケートを実施す

れば、その教育成果を確認できることを示し
た。これらの結果より、当初予定していた目
的を達成したものと考えることができる。 
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